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１．はじめに 

海岸は，砂礫の動きが支配的環境要因である海浜，満潮時や高

潮時に塩水に浸る塩沼地，海水の飛沫をあびる海崖の3つに大別

される 1)。海浜では一般的に，海側から内陸側にかけて，一年草

群落・多年草群落・矮性低木群落・低木群落・亜高木群落・高木

群落の順に植物群落が配列する成帯構造がある。本州中部から九

州にかけての暖温帯の海浜では，一般的に矮性低木群落の位置に

ハマゴウ群落，低木～高木群落の位置にクロマツ林がある 2)。こ

のクロマツ林は多くが人工林であり 1) 2)，成帯構造におけるクロマ

ツ林の位置には本来，別の植物群落が占めていたと考えられる。 

強風，高潮，津波，飛砂などの自然災害を防除，緩和するため，

日本各地の海岸には古来よりクロマツの人工林が造成され，その

景観は「白砂青松」として日本人に親しまれてきた。しかし，戦

後の燃料革命で松葉掻きが行われなくなり，近年にはマツノザイ

センチュウ病が蔓延して，多くのクロマツ林は防風や防砂，防潮

などの機能を発揮できないまでに衰退している。そこで一部の地

域では，クロマツ林に入り込んだ広葉樹を伐採したり，積もった

落ち葉を取り除くといった管理が徹底されている。またマツノザ

イセンチュウ病に対する抵抗性品種の開発など，クロマツ林の再

生技術も研究されている 3)。しかし，上記のような徹底した管理

には継続的にコストがかかるため，必要な地域で普く実践するの

は現実的に困難である。以上のような管理コストや松枯れの問題

から，クロマツ林以外のより安定的に存続できる広葉樹による海

岸林の形成も期待されている 4) 5)。 

しかし，海浜の成帯構造においては，亜高木～高木群落の位置

の自然植生としてタブノキやスダジイが優占する群集は知られて

いるが 6) 7)，低木群落については十分に把握されていない。既往研

究の中には，海浜部のクロマツ植林地の潜在自然植生やハマゴウ

帯の後背の現存植生としてトベラ群落を示す事例もあるが 8) 9)，広

範囲の地域を対象として海浜の低木群落の具体的な種組成を示し

た研究は見当たらない。 

そこで本研究では，暖温帯の海浜に残存する低木群落を調査し，

クロマツ林分布域の自然林を明らかにすることを目的とした。  
 

２．調査対象群落および調査対象地の設定 

千葉県から種子島までの表日本気候区を対象として，自然海浜

を扱った調査報告や都府県発行の資料 10)～33)，都府県版レッドデ

ータブック 34)から海浜に分布の記録がある低木群落を参照した

結果，ウバメガシ群落，トベラ群落，ハマビワ群落，ビャクシン

群落が抽出された。本研究ではこのうち，分布数の多いウバメガ

シ群落に着目し，環境省発行の1/25,000植生図，植生の専門家へ

の聞き取り，さらに海浜部の現地踏査により，新たな分布地の確

認を行った。 
以上の結果，ウバメガシ群落の分布の確認ができた 11 地域の

海浜を調査対象地に設定した（図－1，表－1）。対象地は伊豆半

島から熊野灘，淡路島，四国西岸，日向灘，上甑島，種子島にま

で及んでおり，礫浜が7箇所，砂浜が4箇所であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暖温帯の自然海浜におけるウバメガシ群落の分布と種組成に関する研究 
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Abstract: On beaches, there is generally the vegetational zonation distributed into five zones in order of drift line communities,
dune grasslands, dune dwarf shrubs, dune scrub and dune forest in the direction from shoreline toward inland. In the
warm-temperate zone between the central Honshu and Kyusyu, Japanese black pine (Pinus thunbergii) forests are commonly
deployed in zones of dune scrub and dune forest. Because most Japanese black pine forests are planted by artificial means, other
plant communities originally existed in the distribution areas of those forests. In this study, we investigated the distribution of
dune scrub that remains on the beaches. The results show that Quercus phillyraeoides communities are recognized as dune scrub.
Species composition of Quercus phillyraeoides communities on beaches was similar to those on rocky seashores, where Quercus
phillyraeoides communities are commonly distributed. It is suggested that Pittosporo-Quercetum phillyraeoidis is one of the
natural vegetation in distribution areas of Japanese black pine forests on beaches between Izu Peninsula and Tanegashima Island.
 
Keywords: Beach，Quercus phillyraeoides community，Japanese black pine forest，Zonation of vegetation 
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図－1 調査対象地の位置 
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３．調査方法 

（１）海浜のウバメガシ群落の種組成の把握 

11地域の海浜において，ウバメガシ群落のよく発達した典型的

な植分を対象として，2012年11月から2014年6月にかけて植

生調査を実施した。調査区の面積は，実測値（斜距離）に基づい

て 100m2（基本的には 10m×10m）とした。調査区内の植生の

階層区分を行った後に，各階層の高さと植被率を目測した。次に，

各階層別の植物種リストの作成と各出現種の被度（％）の目測に

よる測定を行った。着生植物とつる植物については階層ごとに記

録し，被度（％）を測定した。単生する実生の被度（％）は0.0001％
以下の場合もあるが，本調査では0.01％を最小の被度値とし，調

査および資料整理を簡素化した。また，各調査区における斜面方

位，角度などの立地条件を記録するとともに，GPSから位置情報

を取得した。 
続いて，調査区より得られた資料を表にまとめ，調査地別に各

出現種の出現頻度（出現調査区数／全調査区数）と各出現種の平

均被度（％）（出現した調査区の全階層の被度（％）の合計／全調

査区数）を算出した。次に，ヤブツバキクラス構成種とその他の

種に分けて，各々出現頻度の高い順に種を配列した。表中の出現

頻度と平均被度の記載については，3 地域以上に出現する種を対

象とした。 

（２）海浜と海崖の種組成の比較 

 ウバメガシ群落は，一般的に海崖の風衝低木林の一つであるウ

バメガシ－トベラ群集としてまとめられていることから 6)，海浜

のウバメガシ群落と海崖のウバメガシ群落の種組成を比較し，差

を確認した。海崖のウバメガシ群落については，対象地とした11
の海浜に近接する場所で調査されたデータを既往文献 8) 26) 28) 35)か

ら得た（表－1）。B－3 および 8 については，著者らによる未発

表資料を用いた。なお，A－1，2，9，10 については，既往文献

から近接する海崖の植生情報を得ることができなかった。 
 次に，海浜のデータと海崖のデータを一つの表にまとめ，調査

地別に各出現種の常在度クラスと各出現種の平均被度（％）（出現

した調査区の全階層の被度（％）の合計／全調査区数）を整理し

た。表中の記載は，ヤブツバキクラス域の海岸風衝低木林が属す

るトベラ群団の標徴種および識別種についてはすべてを対象とし，

その他については5地域以上に出現する種を対象とした。 

 

４．結果 

（１）海浜のウバメガシ群落の種組成 

 海浜のウバメガシ群落の種組成を表－2 に示す。平均群落高は

5～10m 前後で，第 1 層の平均植被率は 70％以上に達していた。

林冠を形成する第 1 層または第 1 低木層にウバメガシが優占し，

主な構成種は，照葉樹であるネズミモチ，ヤブニッケイ，トベラ，

シャリンバイ，ヒメユズリハ，シロダモ，マサキなどに加え，ハ

ゼ，センニンソウ，ヘクソカズラ，ツワブキなどであった。ヤブ

ツバキクラス域の海岸風衝低木林に共通して特徴的に生育してい

るトベラ，シャリンバイ，マサキ，ヒトツバ，ツワブキなどのト

ベラ群団の種の常在度が高かった。平均種数（ヤブツバキクラス

構成種）は 4.1～23.0 と地域によって幅があり，南の地域の方が

比較的種数が多い傾向にあった。また，A－9，10，11 では現地

で鹿の食害が確認され，草本層の植被率が1％以下と低かった。 

（２）海浜と海崖の種組成の比較 

 海浜のウバメガシ群落と海崖のウバメガシ群落の種組成を比較

した結果を表－3 に示す。海崖のウバメガシ群落の平均群落高は

2～9m前後で，林冠を形成する第1層または第1低木層の平均植

被率は80％以上であった。海浜と海崖に共通して，第1層または

第1低木層にウバメガシが優占し，トベラ，シャリンバイ，ヒト

ツバ，マサキ，ツワブキなどのトベラ群団の種が高い常在度で生

育していた。また，ネズミモチ，ヒメユズリハ，ヤブニッケイ，

タイミンタチバナ，ヤブツバキ，シャシャンボなどの照葉樹やハ

ゼ，ヘクソカズラが常在度の高い種であった。海浜と海崖の各群

落に明確な種組成の差は認められなかった。また，海浜と海崖の

平均種数（ヤブツバキクラス構成種）についても，両者の差は認

められなかった。 

 

５．考察 

 今回調査対象とした海浜において，ウバメガシを優占種とし，

トベラ，シャリンバイ，マサキ，ヒトツバ，ツワブキなどのトベ

ラ群団の種が生育する群落を確認した。また，海浜で確認したウ

バメガシ群落は，ウバメガシの優占やトベラ群団の種の常在度が

高い点で，海崖のウバメガシ群落と類似していることがわかった。

したがって，今回海浜で確認した群落は，トベラ群団の標徴種お

よび識別種の生育やウバメガシの優占で特徴づけられるウバメガ

シ－トベラ群集に位置付けられると考えられる。なお，海浜と海

崖の平均種数については特に差が認められなかったが，これは海

崖の調査面積が一定でないことが関係していると考えられるため，

今後詳細な検討が必要である。 

従来，ウバメガシ－トベラ群集は，伊豆半島以南の海崖に分布

する風衝低木林の一つとして報告されてきたが，今回の結果より，

伊豆半島から種子島にかけての海浜でも成立する風衝低木林と考

えられる。海浜にウバメガシ群落がほとんど分布せず，クロマツ

林が成立しているのは，海浜という平坦地で樹林の伐採や畑地，

墓地としての利用などの人間活動が行われたことにより，ウバメ

ガシ群落が伐採されたためであると推測される。本研究の対象地

は，過去に伐採を受けたと思われる二次的な林分があるものの，

多くは自然性の高い立地にあり，人間活動による破壊を免れた樹

林であると思われる。人間活動が及びにくい礫浜上にウバメガシ

群落が残されているのは，そのことを示していると考えられる。

また，近年まで海浜にクロマツ林が分布していた成ヶ島にウバメ

ガシが定着し，ウバメガシ群落へと遷移したことも 36)，海浜の原

植生としてのウバメガシ群落を裏付けているといえる。 
 以上より，伊豆半島から種子島にかけての海浜においては，ウ

バメガシ－トベラ群集がハマゴウ帯の後背にあるクロマツ林分布

域の自然林の一つであると考えられる。したがって，海浜におけ

る今後の造林樹種として，クロマツ以外にウバメガシの利用も検

討できると考えられる。 

 なお，今回は調査対象外としたトベラ群落，ハマビワ群落，ビ

ャクシン群落についても，海浜での分布を詳細に把握することが

今後の課題といえる。特に，トベラ群落やハマビワ群落について

は，ウバメガシ群落と同様に海崖の風衝低木林として報告されて

おり，海浜の群落との比較検討が必要である。 

表－1 調査対象地および近接する海崖地の概要

No. 調査地名 所在地
植生調査

の実施年

ウバメガシ群落の植生

情報の取得方法※

1 本村海岸 鹿児島県熊毛郡南種子町西之 2014 現地踏査

2 熊野海岸 鹿児島県熊毛郡中種子町坂井 2013・2014 現地踏査

3 長浜海岸 鹿児島県熊毛郡中種子町野間 2014 現地踏査

4 長目の浜 鹿児島県薩摩川内市上甑町瀬上 2012 23）

5 東都農 宮崎県児湯郡都農町川北 2013 23）27）

6 須の川 愛媛県南宇和郡愛南町須ノ川 2013 20）28）33）

7 三机 愛媛県西宇和郡伊方町三机 2013 33）

8 成ヶ島 兵庫県洲本市由良 2012・2013 34）

9 芦浜 三重県度会郡大紀町錦 2014 現地踏査

10 塩竃浜 三重県度会郡南伊勢町道行竈 2014 現地踏査

11 網屋崎 静岡県賀茂郡西伊豆町安良里 2013 13）

3 大崎 鹿児島県西之表市西之表 2000 未発表資料

4 長目の浜 鹿児島県薩摩川内市上甑町瀬上 2007 35）

5 赤水 宮崎県延岡市赤水町 1985 26）

6 赤松・城辺 愛媛県宇和島市赤松・南宇和郡愛南町城辺 1981 28）

7 佐田岬・須崎 愛媛県西宇和郡伊方町三崎・西予市三瓶町長早 1981 28）

8 成ヶ島 兵庫県洲本市由良 2014 未発表資料

11 黄金崎 静岡県賀茂郡西伊豆町宇久須 1979・1986 8）

海

崖

（
B

)

海

浜

（
A

）

網掛けの海浜は礫浜，白地の海浜は砂浜を示す．　※数字は文献番号を示す．
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表－2 各調査地におけるウバメガシ群落の種組成
調査地No.

調査地名

平均傾斜角度（°）

調査区面積（m2）

調査区数
平均高(m)

　第1層
　第1低木層

　第2低木層

　草本層

平均植被率(％)

　第1層

　第1低木層

　第2低木層

　草本層

総出現種数

総種数（ヤブツバキクラス構成種数）

平均種数（全種）

平均種数（ヤブツバキクラス構成種）

F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C）

ヤブツバキクラ ス構成種（＊：トベラ群団の標徴種・識別種）
ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ(*) Quercus phillyraeoides 100 (77) 100 (55) 100 (42) 100 (70) 100 (65) 100 (103) 100 (70) 100 (85) 100 (90) 100 (92) 100 (76)

ﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum japonicum 100 (18) 100 (3) 100 (3) 100 (7) 100 (2) 100 (6) 100 （+） 60 (1) 71 (6) 63 (2) ・ ・

ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ Cinnamomum japonicum 67 (1) 100 (29) 80 (3) 8 （+） 100 (13) ・ ・ 100 （+） ・ ・ 43 (11) 25 (3) 50 (2)

ﾄﾍﾞﾗ(*) Pittosporum tobira 100 (12) 100 (1) 60 (4) 100 (14) 100 (4) 100 (10) 100 (1) 100 (6) 14 （+） ・ ・ ・ ・

ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ(*) Rhaphiolepis indica var. umbellata 100 (26) 100 (20) 100 (4) 100 (10) 100 （+） 67 (1) ・ ・ 40 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ Daphniphyllum teijsmannii 100 (3) 33 （+） 100 (42) 23 （+） 50 （+） ・ ・ ・ ・ 20 （+） ・ ・ ・ ・ 100 （+）

ｼﾛﾀﾞﾓ Neolitsea sericea 33 （+） ・ ・ 40 （+） ・ ・ 100 （+） ・ ・ 100 （+） ・ ・ 14 （+） 50 (2) 50 （+）

ﾏｻｷ(*) Euonymus japonicus 100 (1) 100 (2) ・ ・ 31 (2) 100 (9) ・ ・ 100 （+） 100 (36) ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ Myrsine seguinii 67 (3) 33 (1) ・ ・ 62 (11) ・ ・ 33 (5) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100 (24)

ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ Camellia japonica 33 （+） 100 (5) 40 (1) ・ ・ 100 (26) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 13 （+） ・ ・

ｻｶｷｶｽﾞﾗ Anodendron affine 33 （+） 100 (1) ・ ・ ・ ・ 100 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 43 （+） ・ ・ 100 （+）

ﾏﾝﾘｮｳ Ardisia crenata ・ ・ ・ ・ 20 （+） ・ ・ 100 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 57 （+） 13 （+） 50 （+）

ﾋﾄﾂﾊﾞ(*) Pyrrosia lingua ・ ・ ・ ・ ・ ・ 46 (8) 100 （+） 100 (79) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100 (1)

ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ Ardisia sieboldii 33 （+） 100 (12) 100 (6) 15 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｲﾇﾏｷ Podocarpus macrophyllus 100 (3) 100 (6) 100 (6) ・ ・ ・ ・ ・ ・ 50 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 50 (1)

ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ Elaeagnus pungens 67 (1) ・ ・ 20 （+） 38 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100 (3) ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｸﾁﾅｼ Gardenia jasminoides 33 （+） 33 （+） ・ ・ 38 (3) ・ ・ 33 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾀﾌﾞﾉｷ Machilus thunbergii ・ ・ 33 (1) 40 （+） 8 （+） 50 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｱｵﾉｸﾏﾀｹﾗﾝ Alpinia intermedia 33 （+） 100 (1) 80 (1) 8 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾄｷﾜｶﾓﾒﾂﾞﾙ Tylophora japonica 100 (1) 67 （+） ・ ・ 23 （+） 50 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｻﾈｶｽﾞﾗ Kadsura japonica 67 （+） 67 （+） 80 （+） ・ ・ 100 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾏﾙﾊﾞﾆｯｹｲ(*) Cinnamomum daphnoides 67 (1) 33 (1) 60 (16) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾓｯｺｸ Ternstroemia gymnanthera ・ ・ 33 （+） ・ ・ 8 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100 (14)

ｵｷﾅﾜﾃｲｶｶｽﾞﾗ Trachelospermum gracilipes var. liukiuense 100 (8) 100 (5) 60 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾊﾏﾋﾞﾜ(*) Litsea japonica 67 （+） 100 (1) 100 (4) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾎﾙﾄﾉｷ Elaeocarpus sylvestris var. ellipticus 33 （+） ・ ・ 80 (2) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 50 (1)

ｷﾂﾞﾀ Hedera rhombea ・ ・ ・ ・ 80 （+） ・ ・ 100 (1) ・ ・ 100 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾌｳﾄｳｶｽﾞﾗ Piper kadzura 100 (1) 67 （+） 80 (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ Ardisia japonica ・ ・ ・ ・ ・ ・ 31 (1) 100 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 50 （+）

ﾂﾙｸﾞﾐ Elaeagnus glabra 33 （+） ・ ・ 40 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 50 (1) ・ ・

ﾓﾁﾉｷ Ilex integra 33 （+） ・ ・ ・ ・ 8 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 50 (1)

ｶｶﾂｶﾞﾕ Maclura cochinchinensis 33 （+） 67 （+） ・ ・ ・ ・ 50 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾑｻｼｱﾌﾞﾐ Arisaema ringens ・ ・ ・ ・ 60 （+） 8 （+） 100 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾊｽﾉﾊｶｽﾞﾗ Stephania japonica ・ ・ 33 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100 （+） ・ ・ ・ ・ 13 （+） ・ ・

ﾃｲｶｶｽﾞﾗ Trachelospermum asiaticum var. intermedium ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100 （+） ・ ・ 50 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 100 （+）

ｼﾀｷｿｳ Stephanotis lutchuensis var. japonica ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 71 （+） 25 （+） 100 （+）

その他の種

ﾊｾﾞ Rhus succedanea 33 （+） 33 (1) 100 (1) 77 (1) 50 (1) ・ ・ 50 （+） 20 （+） 29 (1) 13 (2) 100 （+）

ｾﾝﾆﾝｿｳ Clematis terniflora 33 （+） 33 (1) ・ ・ 8 （+） ・ ・ ・ ・ 100 (1) 20 （+） 29 （+） 63 （+） ・ ・

ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia scandens var. mairei 100 （+） 100 （+） 100 （+） 69 （+） ・ ・ ・ ・ 100 （+） 40 （+） ・ ・ 13 （+） ・ ・

ﾂﾜﾌﾞｷ(*) Farfugium japonicum 100 （+） ・ ・ 20 （+） ・ ・ 100 (15) ・ ・ ・ ・ ・ ・ 14 （+） 75 （+） 50 （+）

ﾊﾏｵﾓﾄ Crinum asiaticum var. japonicum 100 (1) 67 (2) ・ ・ 8 （+） ・ ・ ・ ・ 50 (2) 20 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾃﾘﾊﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ Celastrus punctatus ・ ・ 33 （+） 60 （+） 15 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 20 （+） ・ ・ 13 (1) ・ ・

ｽｹﾞ属spp. Carex spp. 67 （+） ・ ・ 20 （+） 31 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 40 （+） ・ ・ 13 （+） ・ ・

ﾊﾏｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ Smilax sebeana 100 (1) 100 (2) 100 (1) 85 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｺﾊﾞﾉﾀﾂﾅﾐ Scutellaria indica var. parvifolia 67 （+） ・ ・ 20 （+） 8 （+） ・ ・ ・ ・ 100 (4) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ Asparagus cochinchinensis 67 （+） ・ ・ 60 （+） ・ ・ ・ ・ 33 （+） ・ ・ 80 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｲﾇﾋﾞﾜ Ficus erecta 67 (1) 100 (4) 100 (4) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾀﾏｼﾀﾞ Nephrolepis cordifolia ・ ・ 67 (1) 60 （+） 46 (8) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus ・ ・ ・ ・ ・ ・ 38 （+） ・ ・ ・ ・ 50 （+） 80 (2) ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｻﾂﾏｻﾝｷﾗｲ Smilax bracteata 67 （+） 67 (1) 60 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｶｴﾃﾞﾄﾞｺﾛ Dioscorea quinqueloba 33 （+） ・ ・ 100 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 20 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾂﾙﾓｳﾘﾝｶ Tylophora tanakae 67 （+） 33 （+） 100 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera japonica ・ ・ 33 （+） 40 （+） ・ ・ 50 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis brevipedunculata 33 （+） ・ ・ 40 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 40 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾃﾘﾊﾉｲﾊﾞﾗ Rosa wichuraiana ・ ・ 33 （+） 20 （+） 15 （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola grypoceras ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 （+） ・ ・ ・ ・ 50 （+） ・ ・ ・ ・ 13 （+） ・ ・

Fは出現頻度％，Cは平均被度％，＋は1％未満を示す．
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2 回出現種（ ヤブツバキクラ ス構成種） ：ホソバカナワラビ（No.A-1,A-3），ハマヒサカキ（No.A-1,A-3），ナガバジャノヒゲ（No.A-1,A-11），フカノキ（No.A-2,A-3），カクレミノ（No.A-4,A-5），クロキ

（No.A-4,A-5），コヤブラン（No.A-5,A-7），アコウ（No.A-6,A-7），クスノキ（No.A-8,A-9）

2 回出現種（ ヤブツバキクラ ス構成種以外の種） ：オオバウマノスズクサ（No.A-1,A-3），ハマニンドウ（No.A-1,A-4），ノアサガオ（No.A-1,A-4），ゲットウ（No.A-2,A-3），イヨカズラ（No.A-2,A-4），ハマ

ボウ（No.A-3,A-4），キキョ ウラン（No.A-3,A-4），ツルソバ（No.A-3,A-4），ヒメウズ（No.A-4,A-7），ススキ（No.A-4,A-8），ボタンヅル（No.A-7,A-8），ムラサキカタバミ（No.A-7,A-10），ウラシマソウ

（No.A-9,A-10），イボタノキ（No.A-9,A-10），ヤエムグラ（No.A-9,A-10）

1 回出現種（ ヤブツバキクラ ス構成種） 　　No.A-1：ギョ クシンカ，マテバシイ，ボチョ ウジ，イソヤマアオキ，シマモクセイ，ビロウ，No.A-2：キジョ ラン，タチバナ，No.A-3：サンゴジュ，シラタマカズラ，

No.A-4：シャシャンボ，マルバグミ，ヤブラン，キダチニンドウ，コクテンギ，クスドイゲ，No.A-5：クロガネモチ，カゴノキ，ヤツデ，ノシラン，No.A-6：シュンラン，No.A-7：ナキリスゲ，シュロ，ノキシノブ，No.A-

10：イヌガヤ，ヒサカキ，No.A-11：イタビカズラ，オオアリドオシ

1 回出現種（ ヤブツバキクラ ス構成種以外の種） 　　No.A-1：ムクノキ，No.A-2：リュウキュウチク，ヒガンバナ科sp.，No.A-3：エビヅル，ヌルデ，ヒメヤブラン，ナワシロイチゴ，ヒメコウゾ，ホシダ，No.A-4：

ハマクサギ，サツマノギク，キケマン，ハマナデシコ，アカメガシワ，ハマナタマメ，ハマボッス，カノコユリ，タイトゴメ，ツメレンゲ，コバノヨツバムグラ，ネムノキ，ハチジョ ウススキ，ツルボ，キンラン，エダウチチ

ヂミザサ，オオムラサキシキブ，クワノハエノキ，ヤマザクラ，No.A-5：テンナンショ ウsp.，No.A-6：キハギ，No.A-7：ビャクシン，スギ，ヤブガラシ，ヨツバムグラ，カナリーヤシ，ヒナタイノコヅチ，テッポウユリ，

No.A-8：コバナガンクビソウ，ハマゴウ，コセンダングサ，エノコログサ，オンドコロ，カキドオシ，カスマグサ，カタバミ，ケヤキ，ハマウド，カワラヨモギ，No.A-9：ツタ，ツルウメモドキ，リョ ウブ，カラスノエンドウ，

ユリ科sp.，No.A-10：ジロボウエンゴサク，カスミザクラ，サルトリイバラ，ハマナツメ，No.A-11：コウヤボウキ

本村海岸 熊野海岸 長浜海岸 長目の浜 東都農

100 100 100 100
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表－3 海浜と海崖におけるウバメガシ群落の種組成の比較
海岸の種類

調査地No.

調査地名

平均傾斜角度（°）

平均調査区面積（m2）

調査区数

　第1層平均高(m)

　第1低木層平均高(m)

　第1層平均植被率（％）

　第1低木層平均植被率（％）

総種数（ヤブツバキクラス構成種）

平均種数（ヤブツバキクラス構成種）

F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C） F （C）

トベラ群団標徴種・識別種

ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ Quercus phillyraeoides Ⅴ (42) Ⅴ (70) Ⅴ (65) Ⅴ (103) Ⅴ (70) Ⅴ (85) Ⅴ (76) Ⅴ (38) Ⅴ (87) Ⅴ (88) Ⅴ (91) Ⅴ (75) Ⅴ (68) Ⅴ (50)

ﾄﾍﾞﾗ Pittosporum tobira Ⅲ (4) Ⅴ (14) Ⅴ (4) Ⅴ (10) Ⅴ (1) Ⅴ (6) ・ ・ Ⅴ (6) Ⅳ (6) Ⅴ (1) Ⅲ (3) Ⅲ (9) Ⅱ （+） Ⅴ (19)

ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ Rhaphiolepis indica var. umbellata Ⅴ (4) Ⅴ (10) Ⅴ （+） Ⅳ (1) ・ ・ Ⅱ （+） ・ ・ Ⅴ (1) Ⅴ (13) Ⅴ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+）

ﾋﾄﾂﾊﾞ Pyrrosia lingua ・ ・ Ⅲ (8) Ⅴ （+） Ⅴ (79) ・ ・ ・ ・ Ⅴ (1) ・ ・ Ⅱ (6) ・ ・ Ⅴ (53) Ⅲ (3) Ⅳ (22) ・ ・

ﾏｻｷ Euonymus japonicus ・ ・ Ⅱ (2) Ⅴ (9) ・ ・ Ⅴ （+） Ⅴ (36) ・ ・ Ⅴ (1) ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） Ⅲ (3) ・ ・ ・ ・

ﾂﾜﾌﾞｷ Farfugium japonicum Ⅰ （+） ・ ・ Ⅴ (15) ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） Ⅴ (6) Ⅱ （+） ・ ・ Ⅲ （+） ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+）

ﾊﾏﾋｻｶｷ Eurya emarginata Ⅰ （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅴ (18) ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） ・ ・ ・ ・

ﾏﾙﾊﾞｸﾞﾐ Elaeagnus macrophylla ・ ・ Ⅳ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+）

ﾏﾙﾊﾞﾆｯｹｲ Cinnamomum daphnoides Ⅲ (16) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅴ (38) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium falcatum ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） ・ ・ Ⅲ （+）

ﾎｿﾊﾞﾜﾀﾞﾝ Crepidiastrum lanceolatum ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅴ (6) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+）

ﾊﾏﾋﾞﾜ Litsea japonica Ⅴ (4) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ヤブツバキクラス標徴種・識別種

ﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum japonicum Ⅴ (3) Ⅴ (7) Ⅴ (2) Ⅴ (6) Ⅴ （+） Ⅲ (1) ・ ・ Ⅴ (6) Ⅴ (12) Ⅴ (1) Ⅲ （+） Ⅲ （+） Ⅳ (1) ・ ・

ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ Daphniphyllum teijsmannii Ⅴ (42) Ⅱ （+） Ⅲ （+） ・ ・ ・ ・ Ⅰ （+） Ⅴ （+） Ⅴ (6) Ⅳ (2) Ⅴ (1) ・ ・ ・ ・ Ⅴ （+） Ⅲ (3)

ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ Cinnamomum japonicum Ⅳ (3) Ⅰ （+） Ⅴ (13) ・ ・ Ⅴ （+） ・ ・ Ⅲ (2) ・ ・ Ⅱ （+） ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） Ⅳ （+） Ⅲ （+）

ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ Myrsine seguinii ・ ・ Ⅳ (11) ・ ・ Ⅱ (5) ・ ・ ・ ・ Ⅴ (24) ・ ・ Ⅴ (43) Ⅴ (81) Ⅴ (9) ・ ・ Ⅳ (2) ・ ・

ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ Camellia japonica Ⅱ (1) ・ ・ Ⅴ (26) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅴ (6) Ⅴ (20) Ⅴ (6) Ⅲ （+） ・ ・ Ⅴ (6) ・ ・

ｼｬｼｬﾝﾎﾞ Vaccinium bracteatum ・ ・ Ⅱ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅳ (8) Ⅴ (1) Ⅲ （+） Ⅲ （+） Ⅳ (1) Ⅲ （+）

ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ Elaeagnus pungens Ⅰ （+） Ⅱ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅴ (3) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） Ⅲ (3) Ⅱ （+） ・ ・

ｶｸﾚﾐﾉ Dendropanax trifidus ・ ・ Ⅰ （+） Ⅲ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ (2) Ⅴ (6) ・ ・ ・ ・ Ⅳ （+） ・ ・

ﾀﾌﾞﾉｷ Machilus thunbergii Ⅱ （+） Ⅰ （+） Ⅲ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅱ （+） Ⅴ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

その他の種

ﾊｾﾞ Rhus succedanea Ⅴ (1) Ⅳ (1) Ⅲ (1) ・ ・ Ⅲ （+） Ⅰ （+） Ⅴ （+） ・ ・ Ⅳ (8) ・ ・ Ⅴ (1) ・ ・ Ⅴ (1) Ⅲ （+）

ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia scandens var. mairei Ⅴ （+） Ⅳ （+） ・ ・ ・ ・ Ⅴ （+） Ⅱ （+） ・ ・ Ⅴ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） Ⅱ （+） ・ ・

ｽｽｷ Miscanthus sinensis ・ ・ Ⅰ （+） ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅰ （+） ・ ・ Ⅴ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） ・ ・ Ⅴ (9)

ｺﾊﾞﾉﾀﾂﾅﾐ Scutellaria indica var. parvifolia Ⅰ （+） Ⅰ （+） ・ ・ ・ ・ Ⅴ (4) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） ・ ・ Ⅲ （+）

ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus ・ ・ Ⅱ （+） ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） Ⅳ (2) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+） ・ ・ Ⅲ （+）

ｸｻｽｷﾞｶｽﾞﾗ Asparagus cochinchinensis Ⅲ （+） ・ ・ ・ ・ Ⅱ （+） ・ ・ Ⅳ （+） ・ ・ Ⅴ (1) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ⅲ （+）

6.0

Fは常在度クラス（0％＜Ⅰ≦20％＜Ⅱ≦40％＜Ⅲ≦60％＜Ⅳ≦80％＜Ⅴ≦100％），Cは平均被度％，＋は1％未満を示す．
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